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Ⅴ．特記事項 

 

1．学生による新入生ピア・サポート「おたすけ隊」の活動 

本学は、平成 23(2011)年度から在校生による新入生のピア・サポート制度を導入してい

る。この制度は、様々な不安を抱えた新入生が円滑に大学生活に適応できるように各学科

の在校生有志が「おたすけ隊」を組織し、4 月中を活動期間として新入生をサポートする

ことを目的としている。おたすけ隊の活動は大学最寄り駅やオリエンテーション、教科書

販売、健康診断等の場での誘導のほか、履修や授業に関する相談、クラブ紹介、新入生歓

迎会の企画運営など多岐にわたる。令和 5(2023)年度は 59 人の在校生でおたすけ隊を組織

し、学内のカフェ前にブースを設営して新入生が利用しやすいオープンな環境づくりを心

掛け、期間中に 118 件の相談に対応してサポートした。おたすけ隊の活動は本学の建学の

精神である「奉仕の精神」が在校生に芽生えていることの証であり、活動を通して学部、

学科を越えた絆づくりと医療大学の学生としての自覚を育成できる取組みとなっている。 

 

2．学生のメンタルヘルスサポート体制の充実 

本学は、学生の相談場所として専任教員の学生相談員による学生相談室と公認心理師・

臨床心理士がカウンセラーを務めるカウンセリングルームを整備している。昨今の学生相

談では自ら相談を求めることができない学生への支援が課題であることから、本学では相

談に対する敷居を下げる啓発活動として入学時に利用方法を分かりやすく説明するほか、

スタンプラリーの実施、ポスター掲示等の工夫で周知を図っている。学生には毎月「カウ

ンセリングルーム便り」を発行して予防的な心理教育も実施している。コロナ禍の令和

2(2020)年度からはメンタルヘルス調査を開始し、相談希望者への早期対応とともにメンタ

ルヘルスに不調の可能性がある学生に対するカウンセリングルームへの来談を促す連絡と

支援を行っている。令和 3(2021)年度以降は心身の疲労が現れやすい 5 月の連休後を調査

時期としている。これらの支援体制をより充実させるため、令和 4(2022)年度からカウン

セリングルームの開室日数と時間を増やし、クラス担任や各部署とも必要に応じて連携を

取りながらきめ細かな学生のメンタルヘルスサポートを行っている。 

 

3．大学開学 20周年記念事業の実施 

 本学は、平成 15(2003)年に関西鍼灸大学を開学し、令和 5(2023)年 4 月に大学開学 20 周

年を迎えるにあたり、学長の命を受けた大学企画推進室が企画・運営を担い、主に次の 3

点の記念事業を実施した。1 点目として、これ迄多くの人々から多大なる協力と支援を受

けたことに対し感謝の意を示すことを目的に、令和 5(2023)年 3 月 25 日に大学内で記念パ

ーティーを挙行した。この行事は、熊取町長、近隣の大学及び実習施設等の関係者、本法

人の理事・評議員、教職員等の参加を得て、本学の建学の精神及び使命・目的等を改めて

共有する機会となった。2 点目として、学生だけでなくキャンパスを訪れる人々の憩い場

となるよう 4 号館前に記念花壇を設置した。3 点目として、学生が大学への帰属意識と誇

りを持ち、本学をアピールすることができるオリジナル・ノベルティグッズを作成し、学

生に配付した。特に、学外実習で役立つ記念バックは実習指導者等からの会話のきっかけ

にもなり、本学の広報活動の一助にもなった。 


